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ＩＣカード乗車券利用体験 
による高齢者のバス利用促進
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「楽しいおでかけ」 と 「便利なカード」 

で高齢者の外出をサポート 

（そしてバス利用を促進する！） 



取組みの背景と目的 
● ＩＣカード乗車券は乗降把握や利用者利便の

面で有用 
● 豊田市では「とよたおいでんバス」にＩＣカード

乗車券（ｍａｎａｃａ）を導入 
● 高齢者へのＩＣカード乗車券利用普及が、バ

ス利用促進につながるのではないか？ 

● 乗車体験を通じてＩＣ乗車券の利用方法を高齢者に理解してもらう 
● おでかけ目的を提供し、バスでの移動に「楽しい経験」を重ねてもらう 
● 併せて地域バス（区域運行デマンド）の予約・利用方法を知ってもらう 
● 高齢者の地域コミュニティ活動と連携し「クチコミ」波及効果を期待 

● 高齢者を対象に基幹バス・地域バスの「体験乗車会」を実施 
● 参加謝礼としてＩＣ乗車券を提供し利用方法を説明した上で乗車体験 
● アンケート調査（当日＋事後）およびヒアリング（当日）により効果検証 
● 脱クルマ（免許返納）の意向も含め、課題整理 



対象地域と路線 

● 平成17年に豊田市に編入合併された下山地域（旧下山村）を対象 
  （人口：約4,500人／世帯数：約1,650世帯／高齢化率：約30％ の中山間地域） 
● 「ふれあい地域サロン」の活動が活発 ⇒ サロン単位での乗車会（仲間で楽しく） 
● 豊田市中心部への基幹路線「とよたおいでんバス 下山・豊田線」（25便／日） 
● 地域内を運行するデマンドバス「しもやまバス」（電話予約により運行） 

とよたおいでんバス 「下山・豊田線」  
地域バス 「しもやまバス 」 



体験乗車会の概要 

● 便利な道具 ⇒ ＩＣカードの便利さを体験 
● お得な道具 ⇒ 買物でも使えてポイント獲得 
● 楽しい体験 ⇒ サロンの仲間とのバスの旅 

（映画館や能楽堂の見学もオプション提供） 
● 困惑させない ⇒ 高専生が道中アテンド 

（乗車、車中、降車、市街地案内まで） 



参加した方々 

● ６回の乗車会を開催し５７名が参加（６サロン＋クチコミによるグループ）  
● 80歳代が最も多く４９％を占め、次いで70歳代が３９％（55名が女性） 
● ８０％弱が運転免許を所有し、主な交通手段が自家用車（運転）が６０％弱 
● 基幹バス、地域バスの利用経験者はどちらも７０％弱程度 



能動的立哨 

乗車会参加後の交通行動変化は？ 
● 乗車会から１～２ヶ月後に事後調査を実施

（サロンを訪問し面着で調査票記入） 
● 基幹バスは15名が利用し、そのうち2名が新

規利用者 
● 地域バスは従来からの利用者（3名）のみが

事後に利用 

● ＩＣ乗車券の利点を
認識しつつも利用し
ていない人が多数
（利用者15名） 
⇒ 「一人で使う自信
が無い」 という発言
も聞かれた 

● ６割以上が「今後も
利用したい」意向 



自家用車の運転に関する意識 

● 返納意向のある人は
事前調査では２０％
程度、事後調査では
４０％程度 

● 家族（特に子）からの
進言が効果的？ 

● 高齢者事故多発の
報道により７割弱の
人が「遠出を減らす
ようになった」と回答 

● 地域限定運転の可
能性を探った（事後
調査）ところ、４割弱
の人が「下山地区内
だけの運転で十分」
と回答  



 

（１） バス利用促進の効果と課題 
● 少数ではあるが、体験乗車会をきっかけにＩＣカード乗車券を使ってバス

利用をし始めた人も存在 
● ＩＣカード乗車券の利便性は認めつつも、個人単独で利用することに自

信が無い参加者も確認 ⇒ 明確な利用促進効果は得られず 

（２） 自動車運転に関する課題 
● 高齢者事故に関する報道による行動変化は少なからず見られる 
● 家族（特に子ら）の進言が行動変容を促す効果が高いと推察 
● 高齢者（特に８０代以上）にとっては、生活圏内に限定した運転で十分で

あるという意向を確認（逆に、生活圏内の運転は必要） 

（３） その他（地域コミュニティの役割など） 
● クチコミによる波及効果を確認 
● キーパーソン的な高齢者のリードにより地域全体で交通行動を考えるこ

との効果に期待（70代の「若い」リーダーが80～90代を引率） 

まとめ 


